
 

Dify v1.8.0 リリース分析：アップグレードの必
要性とリスク評価に関する専門レポート 
 

 

エグゼクティブサマリー 
 

Difyのバージョン1.8.0は、単なる機能追加やバグ修正にとどまらない、プラットフォームの根幹にわ
たる重要なアーキテクチャ刷新を伴うメジャーリリースです。特に、データベースの深刻なパフォーマ

ンス問題や、SQLインジェクション、ユーザー列挙といったセキュリティ上の脆弱性が修正されてお
り、プロダクション環境の安定性と安全性にとって不可欠な改善が含まれています。このため、Difyイ
ンスタンスを運用しているすべてのユーザーに対し、アップグレードは強く推奨されます。 

しかしながら、本バージョンには、初期リリースに存在する既知のバグも確認されています。具体的

には、ワークフローのループノードにおける終了条件の不具合や、v1.7.2からアップグレードする際に
Ollamaモデルのクレデンシャルが編集できなくなる問題です。これらの問題は、特定のユースケース
において運用上の課題を引き起こす可能性があります。 

したがって、本レポートは、以下の行動指針を推奨します。 

●​ 総合的な推奨: Dify v1.8.0へのアップグレードは、セキュリティとパフォーマンスのメリットが大き
いため、基本的に行うべきです。 

●​ アップグレードの計画: 既知のバグによるリスクを最小限に抑えるため、アップグレードは慎重
な計画と事前のデータバックアップを伴うべきです。 

●​ ベストプラクティス: 
1.​ アップグレード前に、すべてのデータと設定ファイル（docker-compose.yamlなど）の完全

なバックアップを取得します。 
2.​ アップグレード後、主要なワークフローやアプリケーションが正常に機能することを確認しま

す。 
3.​ 特に、ワークフローのループ機能やOllamaモデルを多用している場合は、GitHubの最新

のmainブランチからコードをプルし、最新のパッチが含まれていることを確認することが賢
明です。 

 

Dify v1.8.0 リリース概要と背景 



 

Difyは、オープンソースの生成AIアプリケーション開発プラットフォームとして、急速にその地位を確
立しています。GitHubでのスター数は112.5kを超え、800人以上のコントリビューターを擁するこのプ
ロジェクトは、極めて活発な開発コミュニティに支えられています 1。この報告書は、ユーザーが過去
の 

1.x.0系バージョンで経験した不安定さへの懸念を念頭に置き、Dify v1.8.0がもたらす変更を単なる
機能の列挙ではなく、リスクとメリットの両面から深く掘り下げて分析することを目的とします。 

 

Dify v1.8.0 変更点の包括的分析 
 

 

新機能と機能強化 

 

Dify v1.8.0は、ユーザーエクスペリエンスの向上と、将来の拡張性を見据えたバックエンドの基盤強
化に焦点を当てた多くの変更を導入しています。 

●​ ワークフローおよびエージェント機能: 最も注目すべき改善は、ワークフローエンジンにおける非
同期処理の導入です 3。このアーキテクチャの変更により、ワークフローの実行がブロッキング
されなくなり、初期のテストでは典型的なワークフローの実行時間がほぼ半減したと報告されて

います 3。これにより、特に複数のノードや並列処理を伴う複雑なワークフローにおいて、顕著な
パフォーマンス向上効果が期待されます。 

●​ UI/UXの改善: 知識ベースにおけるドキュメントのステータスによるソート機能 3、ユーザーアバ
ターを削除するための確認モーダル 3、ドキュメント名にカーソルを合わせた際のツールチップ
表示 3など、ユーザーの利便性を高めるための細かな改善が多数施されました。 

●​ APIとバックエンドの変更: APIのドキュメンテーションと構造を改善するため、バックエンドが
Flask-RESTfulからFlask-RESTXに移行されました 4。これは、今後のAPI開発を容易にし、より
堅牢なAPIエンドポイントを構築するための基盤を築くものです。また、RedisのSSL/TLS認証サ
ポートが追加され、バックエンドのセキュリティが強化されました 4。 

これらの変更点からは、Difyの開発チームが単なる機能追加を超え、プラットフォームの長期的なス
ケーラビリティと持続可能性を確保するための、根本的なアーキテクチャ刷新に焦点を当てているこ

とが伺えます。ワークフローの非同期化やバックエンドのフレームワーク移行といった大規模な変更

は、将来の複雑な機能や大規模なトラフィックに備えるための戦略的な判断と考えられます。 

 



主要な修正と安定性の改善 

 

本リリースでは、パフォーマンスと安定性という、プロダクション環境の根幹を支える部分に多くの修

正が加えられています。 

●​ データベースパフォーマンス: メッセージ作成のたびにプロバイダーテーブルが更新されるとい
う主要なパフォーマンス問題が修正されました 3。この修正は、特に負荷の高いDifyインスタン
スにおいて、レスポンス時間の短縮とデータベースへの負荷軽減に直結します。 

●​ ワークフローの修正: ループノードの終了条件が、ループ内で割り当てられた変数を正しく認識
できるよう修正されました 3。これにより、以前のバージョンで報告されていた無限ループの問題
が解決されました。 

●​ UI/UXの修正: ダークモード表示の改善や、Reactの警告修正、UIコンポーネントにおけるボー
ダーの不一致解消など、多くの視覚的・技術的な不具合が解消されました 3。 

このリリースは、Difyが趣味のプロジェクトから、エンタープライズレベルの利用に耐えうる、スケーラ
ブルで信頼性の高いプラットフォームへと成熟しつつあることを示しています。これらの修正は、新機

能を追加するよりも、既存のシステムの信頼性と効率性を向上させるという、より保守的かつ価値の

高い作業として位置付けられます。 

 

セキュリティ強化 

 

Dify v1.8.0におけるセキュリティ関連の修正は、アップグレードを即座に検討すべき最も強力な理由
となります。 

●​ SQLインジェクションの修正: Oracle VDBにおけるSQLインジェクションの脆弱性が修正されま
した 3。SQLインジェクションは、データベースの完全な制御を奪われる可能性のある、最も深刻
な脆弱性の一つです。 

●​ ユーザー列挙の防止: 認証エラーメッセージが標準化され、ユーザー名が存在するかどうかを
推測するユーザー列挙攻撃を防ぐようになりました 3。 

これらの修正の存在は、v1.7.2には潜在的なセキュリティリスクがあったことを示唆しています。した
がって、Difyインスタンスが外部に公開されている場合、アップグレードは単なる選択肢ではなく、セ
キュリティ上の要件となります。 

 

表1: Dify v1.8.0 対 1.7.2 変更点サマリー 

 

 



カテゴリ 変更点 詳細 プロダクション環境

への影響 

パフォーマンス データベース更新の

最適化 
メッセージ作成時の

不要なプロバイダー

テーブル更新を削除 
3。 

高 - レスポンス時間
の短縮とリソース消

費の削減 

セキュリティ SQLインジェクション
の修正 

Oracle VDBにおける
脆弱性を修正 3。 

高 - データ漏洩やシ
ステム侵害のリスク

を低減 

セキュリティ ユーザー列挙の防

止 
認証エラーメッセー

ジを標準化し、攻撃

を防ぐ 3。 

中 - セキュリティ体
制を強化 

機能強化 非同期ワークフロー ワークフロー実行を

非同期化し、パ

フォーマンスを向上 3

。 

高 - 複雑なワークフ
ローの実行速度が

大幅に改善 

機能強化 Redis SSL/TLSサ
ポート 

Redis接続における
SSL/TLS証明書認証
をサポート 4。 

中 - セキュリティと信
頼性を向上 

バグ修正 ワークフローループ

の修正 
ループ終了条件が

ループ内の変数を正

しく利用できるよう修

正 3。 

高 - 無限ループなど
の致命的な問題を解

消 

UI/UX改善 知識ベースのソート ドキュメントのステー

タスによるソート機能

を追加 3。 

低 - 管理性の向上 

UI/UX修正 ダークモードの改善 UIコンポーネントの
表示不具合を修正 3

。 

低 - ユーザーイン
ターフェンスの品質

向上 

 

徹底したリスク評価：v1.8.0の既知の問題 



 

ユーザーの「過去の1.x.0バージョンに問題があった」という懸念は、v1.8.0の初期リリースにおける複
数の既知のバグによって裏付けられます。アップグレードを検討する際には、これらのリスクを十分

に理解することが不可欠です。 

 

ワークフローループの終了条件バグ 

 

●​ 問題の概要: ワークフローのループノードにおいて、ループ内で割り当てられた変数が終了条
件のチェックに利用できず、予期せぬ無限ループが発生する可能性がありました 6。 

●​ ステータスと修正: この問題は、GitHubリポジトリの最新のコミットで修正済みです 6。しかし、
1.8.0の初期リリース版にはこのパッチが含まれていない可能性があるため、​
1.8.0タグを単にプルするのではなく、最新のmainブランチからコードを取得することが推奨され
ます。 

●​ 軽減策: 当面は、ループノードの代わりに、Condition BranchノードとExit Loopノードを組み合
わせたワークフローを構築することが、最も信頼性の高い回避策とされています 6。このバグの
存在は、メジャーバージョンのタグ付きリリースが、最新の安定版（​
mainブランチ）と乖離している可能性があるという、オープンソースプロジェクトにおける重要な
運用上のパターンを示唆しています。 

 

Ollamaモデルのクレデンシャル移行問題 

 

●​ 問題の概要: Dify v1.7.2からv1.8.0にアップグレードした際、既存のOllamaモデルの設定が編集
できなくなるという問題が報告されています 7。この際、「​
Credential with id xxxxx not found.」というエラーメッセージが表示されます。 

●​ 根本原因: この問題は、v1.8.0でクレデンシャル管理に破壊的な変更（新しいデータベーステー
ブルの追加）があったにもかかわらず、移行スクリプトが不完全であったり、データベースの参

照が壊れていたりすることが原因です 7。既存のOllamaモデルは引き続き実行できますが、設
定の編集や更新が不可能です。新規に作成したモデルは問題なく動作します 7。 

●​ 軽減策: この問題は、リリースノートには記載されていませんが、GitHubのIssueで認識されて
います。解決策として、手動でデータベースを調査し、壊れた参照を修正することが必要となる

場合があります 7。これは、アップグレードがすべてのユーザーにとってスムーズなプロセスで
はないことを明確に示しています。特にOllamaのような特定の技術スタックを使用しているユー
ザーは、アップグレードに際して、より高度な技術的専門知識が必要となることを覚悟しなけれ

ばなりません。 

 



表2: Dify v1.8.0 既知の問題と推奨される軽減策 

 

 

問題 影響範囲 ステータス 推奨される軽減策 

ワークフローループ

の終了条件バグ 6 
ループノードが正しく

終了せず、無限ルー

プに陥る可能性があ

る。 

最新のコミットで修正

済みだが、初期の

v1.8.0タグには含ま
れていない可能性あ

り。 

最新のmainブランチ
からコードをプルす

る。または、

Condition Branchと
Exit Loopノードを代
替として使用する 6。 

Ollamaモデルのクレ
デンシャル移行問題 
7 

v1.7.2からアップグ
レードした既存の

Ollamaモデルの設
定が編集できなくな

る。ただし、実行は

可能。 

GitHubのIssueで認
識済み。 

アップグレードを延

期するか、手動で

データベースの壊れ

た参照を修正する 7

。新規モデルの作成

は問題ない。 

 

アップグレード意思決定マトリックス：いつ、どのようにアップグレードするか 
 

 

即時アップグレードの理由 

 

●​ セキュリティ要件: SQLインジェクションやユーザー列挙攻撃を防ぐ修正は、Difyインスタンスが
悪意のある攻撃にさらされるリスクを大幅に低減します。これらの脆弱性の修正は、プロダク

ション環境にとって最も重要な優先事項です 3。 
●​ パフォーマンスの向上: データベースの主要なボトルネックが解消されたことで、トラフィックが増

加しても安定した応答時間を維持できます。これは、特に負荷の高い運用環境で顕著な価値を

もたらします 3。 
●​ ワークフローの安定性: 致命的な無限ループを引き起こす可能性があったワークフローループ

のバグが修正されたことで、ワークフロー機能の信頼性が大幅に向上しました 3。 

 

アップグレードを延期する理由 



 

●​ 既知のバグの影響: ワークフローのループ機能やOllamaモデルを主要な機能として利用してい
る場合、アップグレードによって運用上の重大な問題が発生する可能性があります。これらの

機能に依存している環境では、安定性が最優先されるため、公式に問題が修正されたパッチ

バージョンがリリースされるまで待つことが賢明な選択肢となり得ます。 

 

最終推奨と行動計画 

 

大半のユーザーにとって、Dify v1.8.0へのアップグレードは、セキュリティとパフォーマンスの根本的
な改善を享受するために強く推奨されます。ただし、アップグレードは計画的に行うべきです。 

1.​ 徹底的なバックアップ: アップグレードを開始する前に、すべてのデータとカスタマイズした設定
ファイル（docker-compose.yaml）を完全にバックアップします 3。これは、予期せぬ問題が発生
した場合に迅速にロールバックするための最も重要なステップです。 

2.​ テスト環境での検証: 可能な限り、本番環境に適用する前に、ステージング環境やテスト環境で
新しいバージョンをデプロイし、主要なアプリケーションやワークフローが意図した通りに機能す

るかを検証します。 
3.​ 最新のコードをプル: 単に1.8.0タグに切り替えるのではなく、最新のバグ修正が含まれているこ

とを確認するため、git checkout mainとgit pull origin mainを実行し、mainブランチから最新の
コードをプルすることを強く推奨します 3。 

 

詳細なアップグレード手順とベストプラクティス 
 

 

アップグレード前のチェックリスト 

 

●​ 既存のdocker-compose.yamlファイルのバックアップ（任意） 3。 
●​ Difyのデータディレクトリ（volumes）の完全なアーカイブバックアップ 3。 
●​ 現在実行中のすべてのDifyサービスを停止します。 

 

Docker Compose を利用したアップグレード手順 

 



1.​ Difyのdockerディレクトリに移動します。 
2.​ 最新のコードを取得します。​

Bash​
git checkout main​
git pull origin main​
 

3.​ サービスを停止します。​
Bash​
docker compose down​
 

4.​ データバックアップを実行します。​
Bash​
tar -cvf volumes-$(date +%s).tgz volumes​
 

5.​ 新しいサービスを起動し、アップグレードを完了します。​
Bash​
docker compose up -d​
 

 

ソースコードからのアップグレード手順 

 

1.​ APIサーバー、Worker、Webフロントエンドのサービスを停止します。 
2.​ 最新のリリースブランチまたはmainブランチをチェックアウトします。​

Bash​
git checkout 1.8.0  # または git checkout main​
 

3.​ Pythonの依存関係を更新します。​
Bash​
cd api​
uv sync​
 

4.​ データベース移行スクリプトを実行します。​
Bash​
uv run flask db upgrade​
 

5.​ すべてのサービスを再起動します。 

 

アップグレード後の検証 



 

●​ WebUIへのアクセスと管理者のログインが正常に完了することを確認します。 
●​ 既存のアプリケーション（チャットアプリ、RAGアプリケーションなど）が期待通りに機能するかを

検証します。 
●​ 特に、ループノードを使用するワークフローや、Ollamaモデルが正しく機能するかを重点的にテ

ストします。 
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